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1 はじめに 
 WiMAX は無線による高速通信を可能にする技術であり、
その中のネットワークトポロジーの 1 つ「メッシュモー
ド」はアクセスポイント同士を相互に接続することで通信
範囲を低コストで簡単に広めることが可能であり、あらゆ
る場所での高速ネットワーク実現に重要な技術である。し
かし、WiMAXメッシュモードにおいて従来は静的な待ち時
間アルゴリズムを用いているためノードの忙しさへの対
応が十分でない。それにより無駄な待ち時間が発生し、ス
ループットの低下が起きてしまう場合がある。その問題を
解決するためには、各ノードの忙しさを考慮した、動的な
待ち時間アルゴリズムが必要である。 
 先行研究では、上記の問題を解決するために動的な待ち
時間を割り当てるアルゴリズム DHSNを提案した。 
そこで、本論文では、トラフィック負荷に応じてスループ
ットはどのようになるかをシミュレーションし、従来手法
と提案手法を比較し評価する。 
 
2 従来手法の問題点 
従来手法は静的な待ち時間を取るため以下の問題点が
ある。 
 ノード数の変化に伴う適応性が低い 
 ノードの忙しさを考慮できない 
従来手法では、制御メッセージ MSH-DSCHを送信した後 
衝突を避けるため静的な待ち時間𝐻 を取らなければ、次
回の送信ができない。そのため、忙しいノードが制御メッ
セージを送信できない状況が発生し、結果的にスループッ
トが低下する。 
 
3 提案手法 DHSN 
従来手法の問題点を解決するため、先行研究で提案され
た待ち時間アルゴリズム DHSN を用いる。まず、各ノード
は自身のノード ID より 2 ホップ以内にある全ての隣接ノ
ードリストを持っているため、そこから競争隣接ノード数
cnを得ることが出来る。次に、ノードの忙しさを判断する
ための重み係数Weightを算出する。 
Weight = 𝑅𝑋𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 ∗ 2 + 𝑇𝑋𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 ∗ 1 
 cn と Weightの 2 つの値を用いることで動的な待ち時間
𝐻を算出することが出来る。 
{𝐻 = 2
(log𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡+2 𝑐𝑛)+2     𝑁 ≤ 9
𝐻 = 2(log𝑤𝑒𝑖𝑔ℎ𝑡+2 𝑐𝑛)+1     𝑁 > 9
 
 Nはネットワーク内のノード数を表す。cnが少ない場合
は、待ち時間が短縮され cn が多い場合は待ち時間を増加
させ競争を避けることでスループットを向上することが
出来る。またWeightにより、忙しいノードの待ち時間を短
縮し送信権を譲ることが出来るため、スループット向上に
繋がる。 
 
 
4 シミュレーション結果と評価 
 シミュレーションは、ネットワークシミュレーターNS2
を使用した。トラフィックの負荷に応じてスループットが
どう変化するかを評価するため、表 1の環境の下、各ノー
ドからのデータフロー数が 1 で合計フロー数 16 の場合、
各ノードからのフロー数が 2 で合計フロー数 32 の場合、
同様に合計フロー数 48 の場合それぞれでシミュレーショ
ンを行い従来手法と提案手法を比較・評価する。 
図 1で示すように、従来手法ではフロー数の増加に伴い
スループットが大幅に低下しているが、DHSN ではノード
の忙しさを正確に判断することができるため、従来手法と
比較し、減少は少なく高いスループットをとる結果が得ら
れた。 
 
5 おわりに 
本研究では、トラフィック負荷により従来手法、DHSNの
2 つのアルゴリズムにおける通信効率がどのように変化
するかを検証した。結果として、DHSN の方が高いスルー
プットをとり、トラフィック負荷に対応した、従来手法よ
り優れたアルゴリズムである事を証明することができた。 
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表 1 各種パラメータ 
図 1 トータルスループット 
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